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　支援の会の総会の後　第2部として『山の都コンサート』が開かれました。楽しい劇を　障害のある
方もみんなと一緒になって元気に精一杯演じていました。
　演劇を通して“表現の世界”に自分の心と体を移行できるという事は　とても素晴らしいことであり
人間性の追求です。そして“自分”という存在を違う角度から見つめるいいチャンスです。出演者もちろ
んの事　支える家族の方　音響担当の方　衣装担当の方　演出担当の方など　大勢の方々の尊い魂の
叫びが融合し合って　ひとつの「物語」を創り上げていました。また　それを観ているお集まりの皆様
方の心もとけあって　とても素晴らしい物でした。
　また　玉穂ふれあい診療所ではこの土日を活用して　金曜日の夜に東北へ向けて出発。現地でボラ
ンティア活動を勤めてきます。あの大震災より6年8ヶ月たちました。遠くにいる者は　時間の経過と
ともに徐々に忘れられがちです。しかし現実の被災地では　復旧復興という事が思うように進まず　
心も体も疲れ切っているのが現状です。現地の方の心と体を診て　魂の活性剤をプレゼントするとい
うこのボランティア活動はとても意義あることで　支援の会も一緒に協力させていただきました。
　日常の医療業務のみならず　人間のいのちをみる。その見方にも“診る　看る　視る　覧る　観る　
監る　見る……”などいろいろあります。人間を総合的にみて　初めていのちが輝いてくると思います。
　日頃　支援の会の活動にご理解ご協力をいただき感謝申し上げます。一般会員および賛助会員を増
やし　さらに大勢の方々の支援の輪を広げていきたいと思いますので是非ご
協力をお願いいたします。
　来年度の暦も仕上がりました。診療所のいのちの輝きのスクランブルです。
ぜひ　ご覧ください。
　皆様方のご健勝をお祈り申し上げます。

医療法人どちペインクリニックのホスピスを支援する市民の会

代表

いのちをみる　人間をみる
～見る　観る　診る　看る　監る　覧る～



　このカレンダーは医療法人どちペインクリニックに関わる大勢の皆

さんの幸せを願い、健康で生き生きとした生活を送っていただきたいと

いう思いを込めて作った、オリジナルのカレンダーです。

　各月ごとに診療所で撮影した写真と職員の言葉、ボランティアグルー

プ「パルシップ」の和菓子、そして吉田代表の言葉と絵を載せています。

どうぞ毎月、楽しみながらご活用ください。

心地いい風吹けば
心和ごみウトウトと……

輝け　いのち！
友だちの友だちは友だちだ

梅雨晴れにのぞく青空
目に眩しく

「今日の具合どうで～？」
「やっぱり家がいいじゃんね」

手をかけた分だけ
美味しくなあれ

この暖かさに包まれて
身も心もほっかほか
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ホ ス ピ ス カ レ ン ダ ー
写真と感謝の言葉に、心を込めて贈るカレンダー

い の ち の 詩

人にまどわされず
有りのまま生きよう

泣くだけ泣いたら
笑えばいいじゃんね

手と手を取り合って
命のバトンを子供たちへ

孫たちへ

旬のもの
家庭料理で
おもてなし

一日一日を
大切に生きる

走ってつなげる
いのちといのち



　会場には、秋桜の様な華やかな衣装
をまとった子供たちのにぎやかな声
がしました。普段の練習の成果を見せ
られる喜びと緊張が混じりあった不
思議な雰囲気。そんな中、月のお姫さ
まと太陽の王子さまの物語が始まり
ました。物語が終わってから患者さん
の一人が「心が洗われる様だった。」と

おっしゃっていました。僕も同感です。舞台の子供たちは純粋に演技し、『歌う』
こと、『踊る』ことを楽しんでいました。普段の慌ただしい生活の中でつい「忙し
い」と言う言葉を使ってしまう僕とは対極にいると思いました。
観客の皆さんはあの会場を一つにしていた風を感じていたと思います。あの子供
たちの演技に、生き方に、僕達が忘れてしまった人としての幸せがあるのだと思
います。心の壁を取り払っていたあの会場でのひと時が、ずっと続くといいなと
思います。
「海までとどけ！ノーマライゼーションの風」と僕は切に願っています。
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玉穂訪問看護ステーション　看護師
桐ケ谷　義裕

　やさしい音色のピアノと歌でスタートした、創作ミュージカル「海までとどけ
…」お姫様や王子様に扮した出演者たちが、家族や多くの仲間と共に一つの物語を
演じました。その劇中のセリフ「行動してみないと何事も変わらない」にドキッと
した私、そう、何事も怯んでいたら変わらないのです。自らが一歩踏み出す勇気を
もらった気がしました。言葉と言葉を越えた表現により、ふれあいの輪が広がって
いきます。今回のコンサートも、多くの観客に笑顔をもたらしました。ありがとう
ございました。改めて、仲間と互いに響き
あい、分かり合う努力をすることの大切さ
を与えていただいた気がします。
みんなで力を合わせて作ったルナの誕生
日ケーキ、格別だったことでしょう。次は、
観客のみんなと一緒にお祝いして食べま
しょう。

玉穂ふれあい診療所　事務
清水　仁美

参加者の感想





理事長あいさつ

　玉穂ふれあい診療所の外来の廊下に集合写真が掲げられています。１９９２年６月１日に昭
和町清水新居で「どちペインクリニック」を開業した時に最初の写真を撮りました。総勢９名で
した。そして、毎年６月に集合写真を撮っています。
玉穂ふれあい診療所となり、今年（２０１７年）の写
真では、総勢５０名と猫１匹、セラピードッグ２匹
になっています。
　毎年人員が増え、さまざまな医療サービスができ
るようになっています。これもひとえに「医療法人
どちペインクリニックのホスピスを支援する市民
の会」の皆様のご協力の賜物と感謝しております。
　いま、玉穂ふれあい診療所のような有床診療所は、地域包括ケアの中で人々の医療要求に応
える総合的な活動が必要であると考えられております。かかりやすい医療機関であり、行政や
地域の人々と一緒に住みよい町づくりの一端を担っていく、高齢化が進み認知症が増えていく
これからの社会で、地域の人々の生活に本当に役に立つ身近な医療機関でありたいと考えてお
ります。
　ご来訪の折には、当院外来の廊下に掲げられた集合写真を是非ご覧ください。
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第16回
ＤＰＣホスピス祭り

開催日
決定

２０１８年５月２７日（日曜日）
医療法人どちペインクリニックのホームページを絶賛更新中！
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編集後記

　平成30年ホスピスカレンダーが出来ました。今回は診療所ス

タッフ総動員で作り上げました。皆様のお手元にてお使い頂けれ

ば嬉しいです。また感想など是非お聞かせください。

　支援の会も16年度を迎え、また新たな出発です。今年度もどう

ぞよろしくお願いいたします。


